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人口当たりで出しますと全国２位。保育所の数、待
機児童もそれだけ少ないということを売りにしてい
るということです。

これはおまけなのですけども、刑法犯の認知件
数、これ全国で 46 位ということで「安全安心な県
ですよ」ということをアピールしています。先ほど
言いました隠岐の海士町という所などは島民の皆さ
んが家の鍵を掛けていません。家の鍵を掛けると逆
に怒られるということもあるそうで、海で取れた魚
を持ってきて留守だったら、そのままその人の家の
冷蔵庫の中に入れてあげるという習慣がある。それ
が鍵を掛けてしまった I ターン者がいたために「魚
を預けることができなかった」みたいな感じで怒ら
れることもあるという、それなりに、安心なところ
でもあるという話です。

続きまして人口の推移なのですけども、平成４年
までは、出生数と死亡数の関係で自然増の状態が
続いていたのですが、平成４年のあたりからそれが

逆転をした。死亡する数の方が生まれる数を上回っ
て増えてきたということになります。社会増減につ
いては昔から社会減の状態が続いているのですけど
も、自然増減の方でも自然減になったというのが平
成４年ということで、実はそういったこともあっ
て、その時期（平成４年）に私どものふるさと島根
定住財団が生まれたということになっています。

島根県のエリアを分けますと、横に長いものとそ
れから離島があります。島根県の東部の方は県庁
所在地の松江市を含む出雲区、出雲地域と呼んでい
ます。西側の方は石を見ると書いて石

い わ み

見、石見地域
と言っています。離島の島があるということで、大
体この三つで文化だとか県民性も違います。出雲区
の方は京都に似ていると言われるのですけれども、
本音をまずは大体言いません。家に来られたら「今
日はゆっくりしていってくださいね」という言い
方をするのですけど、「用件が終わったら早く帰っ
てね」という意味なのです。そのことを県外から I
ターンで来られた方は分からない方もおられますの
で、真に受けてゆっくりしていると、その後で「あ
の人は中々帰ってくれなかった」というような噂が
広まるというリスクがある地域でもあります。逆に
西部の方の石見地域については広島県の DNA とい
いますか、そういった県民性が結構強いというこ
とで、大体はっきりと言います。「それ、おかしい
よ」とか、「今日の服装趣味悪いよ」とかいうよう
なことも、その人のためにまず言ってあげるという
ようなことがあるかなあと私は思っていますので、
分かりやすいのが石見地域、分かりにくいのが出雲
地域。私は出雲地域なので出雲地域の悪口言っても
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全然、大丈夫なのですけども、そういった分け方が
あります。

人口を 65 歳以上の老年人口、それから 14 歳ま
での年少人口、その間の生産年齢人口のところでこ
ういったグラフにしてみたとこなんですけども、平
成８年のところを境にして 65 歳以上の年齢が 14
歳以下の年齢を上回ったそのきっかけ、折り返しと
いいますか、そういうボーダーになっているのが平
成７年です。先ほどの平成４年の自然増減の逆転、
平成７年の今の老年人口と若年者の逆転、そういっ
た時期のあたりですね。それ以外には一番上に書い
ていますけども国勢調査の人口が島根県のものと
して昭和 60 年、平成２年と連続してそれまではな
かった人口減少が初めて２期連続で起こった。「こ
れはまずい」ということで県全体として何かをしな
ければいけないと思いついたのが平成４年２月。県
知事が今年は「定住元年」と位置づけるということ
で、その時に島根県の定住対策のワンストップサー

ビスの窓口にしようということで、平成４年の９月
にうちのふるさと島根定住財団ができあがりまし
た。基金 16 億円プラス基本財産４億円で合計 20
億円の財産を基にして定住財団は動き始めました。

ふるさと定住財団の概要

目的は、一番はじめに言いましたけれども、ひと
ことで言うと島根県の定住人口を増やすということ
です。もう一言付け加えると、ここの私ども財団の
目的に書いていますけども、「三つの柱で事業を行
いましょう」ということにしています。下に書いて
いますけども、まず一つは若年者の県内就職支援。
これは最初に言った県外に出ないようにしましょう
という事。高校を卒業しました、大学を卒業しまし
た、そのまま島根県内の企業で就職してもらいま
しょうという事業が一つ目です。そして一回県外に
出てしまった方については島根県にまた帰ってもら
いましょう、もしくは島根県に縁もゆかりもない方
については島根県にあらためて移住をしてもらいま
しょうという UI ターンの促進をやっています。続
いて、島根県の定住人口が増えたのですが、仕事場
が少なくなるだとか便利さが失われる、そういった
所になってもいけませんので、将来の地域作りや各
地域の活性化を維持するために各地域で自分たちが
頑張っているよという地域については、お金の面で
あるとか人の面であるとかそういったところでいろ
いろフォローしていきましょう、というのが三つ目
の地域づくりの促進です。

6

老年人口と年少人口の推移

Ｈ７国調で
老年人口が年少人口を上回る

142,061

167,040

189,031

201,103

143,884

126,403
111,982

100,542162,817

121,744

-40,637
-77,049

-100,561

1,823

41,073

年少人口－老年人口

316,171

70,156

246,015
年少人口－老年人口

207,398

92,218

-115,180

H2.10  島根県の国調人口が２期（S60.H2）連続減少

H3.  5  県庁内に「人口定住促進連絡会議」と
「人口定住プロジェクトチーム」 を設置

H4.  2  知事が平成４年を「定住元年」と位置づけ
定住対策の強化を県議会で表明

→Ｈ４当初予算に「県内就職促進総合対策事業 」
と して財団設立費（出損金８億円）を計上

H4. 9  ふるさと島根定住財団設立

ふるさと島根定住財団 設立の経緯

設立目的（定款3条）
この法人は、若年者の県内就職の促進、県外からのＵＩターンの促進及び活力
と魅力ある地域づくりの促進を図り、もって、本県における人口定住に寄与する

ふるさと島根定住財団の概要

島根県の「定住の総合窓口」

平成４年 島根県が設立
（設立時 基本財産４億円＋基金１６億円）

・財団事業の３本柱

若年者の
県内就職支援

ＵＩﾀｰﾝ
の促進

地域づくり
の促進
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島根県内には２カ所事務所を設けておりまして、
一つは松江駅のまん前にある松江テルサ。約 40 人
の規模でこの定住財団を動かしています。もう一つ
は島根県の西部です。先ほど石見地域と言いました
けれど、この石見地域の中心の浜田市という所に一
つ置いており、10 人で動かしています。島根県全
域をこの二つの事務所でカバーしているということ
です。

組織としては総務課、UI ターン推進課、地域活
動支援課、ジョブカフェ事業課、石見事務所とあり
ますけども、今日はこの中でも UI ターン推進課の
事業を中心に紹介していきたいと思います。

真ん中に私どもの財団があるということでして、
島根県外には東京と大阪と広島の三カ所に相談が
できるような窓口を置いています。それぞれの場所
に１～２人の相談員を常駐させていますので、東京
の方で島根県出身なのだけども、どんな企業の就職
ができるんだろうかだとか、島根県に昔から興味が
あるんだけども、農業したいんだけれどそういう情
報ありますかというのを東京などでも相談ができる
ようにということで、東京、大阪、広島、それぞれ
に窓口を置いています。それから右側の方にいきま
すと島根県には 19 の市町村があります。19 の市
町村全てにおいて定住支援員という職員を置いてい
ます。これは、例えば東京の方で相談があって、そ
の方が松江市に対して相談したい場合には松江市の
定住支援員が責任をもって情報提供とか、それから
場合によっては現地の会社だとか家のことだとか生
活情報を教えるために案内をするだとか、そういっ
たことの役目をしています。高知県では移住のコン
シェルジュというのを置いておられますけども、そ
れにちょっと近いかなということであります。あと
は例えば福祉の関係だとか家の関係だとか、それか
ら農業に就きたい、林業やりたい、あるいは漁業や
りたいですという場合にはそれぞれの専門の機関が
ありますので、そういうところが今度は連携をして
情報提供なり相談をするとかいうようなことでやっ
ています。

ふるさと島根定住財団 石見事務所
（シティパルク浜田２F いわみぷらっと内）

ジョブカフェしまね(石見ﾌﾞﾗﾝﾁ)

浜田シティパルク

事務室

関係機関が連携して
石見地域の振興に取り組むため
「石見産業支援ｾﾝﾀｰ」内に事務所を設置
（通称：いわみぷらっと）

入居機関 ふるさと島根定住財団石見事務所
商工会連合会石見事務所
しまね産業振興財団石見事務所

ふるさと島根定住財団 松江事務所
（JR松江駅前 松江テルサビル３F）

ジョブカフェしまね

松江テルサビル

事務室

松江事務所入口

財団の組織体制

○事務局組織（H27.4.1 現在）

事務局長

総 務 課

ＵＩターン推進課

地域活動支援課

ジョブカフェ事業課

石 見 事 務 所

（４課１事務所体制）

・庶務、経理
・求人開拓、財団事業の企業等との連携

・情報発信（総合サイト、情報誌、ＵＩフェアなど）
・無料職業紹介
・移住体験（産業体験、しまね暮らし体験など）

・県民いきいき活動支援、地域づくりセミナー
・ＮＰＯ実務研修、マネジメント研修、専門相談
・しまね田舎ツーリズム
・インターンシップ支援

・就活情報サイト、就職フェア、しまね学生登録
・企業ガイドブック キャリアカウンセリングなど

・財団事業の石見地域担当

ＵＩターンの支援体制

総合窓口
ふるさと島根定住財団

UIターン希望者

定住支援員
(市町村職員)

東京・大阪・広島の窓口
---------------------

ふるさと定住雇用情報コーナー
（定住アドバイザー）

・福祉人材センター
・ナースセンター
・建築住宅センター
・農業振興公社
・林業公社 etc.

＋ ＋ ＝総合力

県外
(入口)

県全体
(広域)

市町村
(ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ)

（島根の強み）

連携
関係機関

連携
連携
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これからお話しますのが相談です。U ターン・I
ターンを最終的に実現する前のところを、五つのス
テージで分けて考えています。それぞれ見ると本当
に当たり前のことなのですけども、どの県でもやっ
ておられることだと思います。それをうちの方でも
一つひとつ島根県流にといいますか、オリジナルな
やり方でやっています。まず一つ目が情報発信。島
根県出身の人については大体状況が分かっておられ
ますので、島根県の企業の最新情報はこうですよと
いうのを知らせるとか、または島根県出身ではない
方、出身ではない方は自分のしたいことが実現でき
そうな地域があるんだったら「どこにでも行きます
よ」という方が多いですので、そういう方に島根県
にも興味や関心を持ってもらうために情報発信をす
るというようなことを思い描いています。

そして興味、関心を持たれた方は次にどうするか
というと、具体的に相談にこられます。具体の相
談をされる場合のその相談体制、先ほどの右のよう
な東京、大阪、広島に相談員を置いているだとか、
それからここ２、３年、力を入れているのは、例え
ば東京の方で島根県の移住ということまでを言わず
に「島根県に興味がある人は集まりませんか」、「島
根県のこんなことを一緒に楽しみながら、お酒を飲
みながら、語り合いながら、島根県に興味を持って
みませんか」というようなことを今やっています。
移住しませんかというのを強く出すと移住に興味が
あんまりない方というのは最初から来られないので
すけども、島根県というのは日本全国の中でもかな
り知られていない県なので、もうちょっと島根県の

こと知ってみませんかだとか、出雲大社こんな裏話
がありますよ、みんなで語ってみませんかとか、い
ろんなテーマで東京の方に集まってもらって、それ
を年間で５回、６回いろんな話をしている中で徐々
に島根県カラーに洗脳するというか、島根県の移住
までジワジワと持っていくようなことに最近力を入
れています。そうしないと、やっぱり島根県への移
住、島根県に U ターンしませんかということだけ
だと、かなりニーズ的にも限界があるなというのを
感じておりまして、そうではなくて地方へ移住した
いという人をどうやって島根県に目を向けさせる
かっていうことを今、力を入れてやっています。さ
らに今こうして地方創生ということになって全ての
都道府県、市町村が同じように都会の人をぶんどり
合戦と言ったらおかしいですけども、そういうこと
になっているのも実感していますし、例えば昨年度
１年間で私どもの定住財団に全国からの自治体の視
察が約 15 件ありました。県レベルでもありますし
市町村レベルもあります。そういった方々にうちの
やっていること、それからノウハウも包み隠さず話
をしてきておりまして、ということは今年度、来年
度からかなり似たようなことも全国的に始まってい
くのかなあと思っていますので、そういうところで
うちも同じことばっかりやっていたら本当に全く島
根県の特徴も出てきませんから、島根県だと何が他
と違うのかということを、どう出すかというのを常
に議論しながらやっています。

それから３番目には、じゃあ、相談をしました、
興味関心を持って行ってもいいかなあという気も大
分してきたなという方に関しては、いきなり移住で
はなくて「何かの体験からやってみませんか」だと
か、観光にちょっと毛が生えたような「交流に挑戦
してみませんか」ということで、いろんな面が分か
るように体験してもらっています。そしてそういう
体験・交流が終わった後でいよいよ、「やっぱり島
根にちょっと来てみたけど本当によかったな、じゃ
あ、定住しようかなあ」という方に対してはその方
に必要な情報を「こんな仕事に就きましょう」と、
その仕事に通える範囲には「こんな住居があるので
ここに住みませんか」ということでその支援をしま
す。そこで終ってしまうとやっぱり必ずトラブルと

ステージ 主 な 事 業

1 情報発信
都市圏のＵＩターン希望者に
島根への関心を持ってもらう

2 相談／誘致
ＵＩターン希望者の発掘・囲い込み、
相談対応

3 体験／交流
ＵＩターンへ誘導するための
島根での体験・滞在メニュー

4 受け入れ
ＵＩターンを決意した人への
「職」・「住」の支援

5 ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ ＵＩターン後の「地域定着」の支援

ＵＩターン推進のための５つのステージ
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か、思っていたことと違うというようなことがどん
な方でも出てきますので島根県に住み始めた方、そ
の１年後、２年後、３年後ぐらいまでの後々のフォ
ローをどこまで誰がするのかということが、結構大
事だということで、そこにも力を入れているという
話です。

情報発信〜相談／誘致〜体験／交流

じゃあ、一つずついきますと、まず１番目に伝え
るのは情報発信なのですけども、島根県の UI ター
ンの総合サイトとして、暮らしと島根とネット、造
語で「くらしまねっと」というのを平成 23 年から
立ち上げています。ですけど、もうかなり内容的に
古くなっているので今年度中に新しくしようと思っ
ておりまして、こちら高知県の方では「高知家」と
いうキーワードでかなりの注目を浴びて力を入れて
おられますし、それから You Tube なんかで高知の

定住のプロモーションビデオなんかも私見ますけど
も、非常にいい作りになっていてなんとかまねをし
たいと思っていますので、次の「くらしまねっと」
のサイトはかなり「高知家」の内容に近いものに
なってくるというような気がしています。

その中で素朴な疑問に思ったのは、その高知家の
プロモーションビデオの中で、高知の方は飲み屋だ
とか集まりの場所に行くと 15 分程度でみんな仲良
くなるよということが書いてありまして、本当かな
あというふうに思いながら見ていたのですが、島根
県は一番最初の方でも言いましたけど、特に出雲の
人間は最初に本音を言わないとか、それからこの初
めて会った人がどんなことを思っているのだろうか
と非常に勘ぐる習性があります。ですので、中々最
初仲良くなるには時間が掛かるのですけども、た
だ、いったんこの人は良い人だと仲良くなれた段階
ではお近づきするということになっていますので、
島根県に I ターンされた方は大体みんな言われま
す。最初は物の影に隠れて見られていたという感じ
があったのが１カ月ぐらいたつと、もうこれでもか
というぐらい野菜を持ってきてくれるだとか、「何
か困ったことがあったら教えてね」というようなこ
とを言ってくれる人が周りにとてもたくさんいると
かいうふうに言われますので、仲良くなるまでに時
間が掛かるというのが島根県の特徴だと思っており
ますが、高知はそう書いてありましたので後でそう
だよと、本当にそうだよということであれば質問状
に書いていただくと助かります。助かりますという
意味でいえば島根県では、「そうしていただくと喜
びます」とよく言うのですが、これは「秘密のケン
ミン SHOW」で島根県だけだというのを聞いて私
もショックを受けたことがありまして、島根県で私
なんかも、「あっ、そうしていただくと喜びます」
と普段から使っています。またよければ使ってくだ
さい。

他は「くらしまねっと」の中ではこちらでもやっ
ておられると思いますが、本当に必要な情報のみを
やっています。19 の市町村の紹介をそれぞれやっ
てイメージ付けて見られるグラフとか、それから仕
事の情報、住まいの情報、体験の情報、それから後
から言いますけれどそういう体験・交流の情報も載

①しまねＵＩターン総合サイト
「くらしまねっと」

②情報誌「Beans」

③しまねUIターンフェア

第１ステージ（情報発信）

①しまねＵＩターン総合サイト「くらしまねっと」
http://www.kurashimanet.jp

●UIターン支援情報（市町村紹介、支援スタッ
フ紹介、UIターン者の声など）

●しごと情報（無料職業紹介、農林水産業支援
情報など）

●住まい情報（住宅情報、空き家情報など）

●移住体験情報（産業体験、しまね暮らし体験
プログラム、地域づくり体験事業など）

facebook の活用

→「くらしまねっと」分かりやすいので問い合わせをしたという方が多い

第１ステージ（情報発信）



― 35 ―

せています。そのなかで一番よく見られるのがやっ
ぱり下に書いていますけども、仕事の情報から皆さ
ん入られます。まず仕事。仕事があるのだろうか ?
自分が希望する仕事はどんなものがあるのだろう
か、それは収入としてどれくらいの給料がもらえる
のだろうかということを、かなりの方が言っておら
れます。そしてその次に、では、家はどんな家があ
るのだろうかということで、空き家の情報とか賃貸
住宅向けの情報を見られます。

それで３番目ですけど、島根県は、悲しいかな、
大きな企業というのがほとんどありません。ですの
で、あまり東京、大阪に長く住んでおられた方から
すると聞いたことがない企業が求人としては多いで
す。殆どだと言ってもいいかもしれません。その時
にやはり、そうなると県だとか市町村の公務員ぐら
いかなあという方が実際多いと思います。そういう
ことで公務員関係の採用情報もかなりの確率で見ら
れていたという集計結果が出ています。

ふるさと情報誌『Beans』というものを年２回発
行しているんですけども、これは島根県外に住ん
でいる方の郷愁を誘うような内容にして、「島根県
は今こんなことが盛んですよ」、「こういうことが
今『萌え』の状態ですよ」とかそういったことをお
伝えして、東京にいても、「ああ、島根懐かしいな
あ、そろそろ１回帰ってみようかな」とか、島根の
出身でない方は「なんか島根っていいよね、ゆった
りと時間が過ごせる感じがするよね」と感じてもら
うことを狙ってこういう手法もとっています。

また全国で発行されているような宝島社の『いな
か暮らしの本』だとか『TURNS』だとかそれから
農業会議所が出している『iju info』そういったと
ころには、とにかく極力考えられる全ての本に出す
ようにしています。島根県についても、何かぜひ島
根に「U ターン、I ターンしてね」という情報を載
せているよねというものを、継続して途切れないよ
うに意識してやっています。例えばですけど、○○
町に一泊二日、二泊三日程度の体験ツアーに行きま

○ページビュー数（月平均）→４６，５４１ （H２7．4月）

※ページビュー数：サイトのページが表示された回数を数えたもの

○上位アクセスページ

１．UIターン希望者のための無料職業紹介

２．市町村空き家情報等

３．県内公的機関の採用情報等

第１ステージ（情報発信）

【全国情報誌への広告掲載】

「いなか暮らしの本」
月刊誌：10万部発行

「TURNS」（旧 自休自足）

季刊誌：8万部発行

「iju info」
季刊誌：6万部

第１ステージ（情報発信）

「BeanS」 年２回発行：８,000部

②情報誌による発信
【財団発行の情報誌】

・先輩移住者の暮らしぶりや、島根でのライフスタイルの紹介
・県内の企業等の紹介

第１ステージ（情報発信）

【例】いなか暮らしの本（2013.3月号）

奥出雲町の体感ツアーに参加（財団の体験プログラム事業）
↓

東京の「定住・雇用情報コーナー」へ相談
↓

再び島根県訪問。奥出雲町、雲南市、飯南町見学
↓

ツアーで知り合った方の家に何度か宿泊し、家さがし
↓

移住

奥出雲町にIターンした方を紹介

第１ステージ（情報発信）
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しょうと、その結果最終的に島根県に定住したとい
うような、そういう成功事例をなるべく載せるよう
にして、今後どこか地方に移住しようかなと思う方
の参考になるようにしています。その時に県外の方
で大体こういう情報が載っているといいよなという
ニーズで多いのは、「どれほどの収入があって実際
にはどれほどの支出があったのですか」という、そ
ういう家計簿的なものがあるといいなと言われま
す。なるべく載せるのですけども、これも本当に人
によって全然違ってきますので、こういう仕事を
やっていて何歳で子どもが２人の家庭の場合はこう
いう家計簿になっていますよということを載せたこ
ともあったんですが、やっぱり金額だと少し生々し
いこともあったりとか、実際にそのあと移住されて
全然その書いてあったことと違うんじゃないかとい
うようなクレームがあったりもしましたので、最近
は円グラフにして生活費エンゲル係数としては何
パーセント、遊び代としてはこれだけ、子どもの養
育費などにこれぐらいという割合で示してやってい
ます。

それから高知の方でもやっておられますが、島根
の方でも東京、広島、大阪辺りで「しまね UI ター
ンフェア」というのを年に各会場で２回程度やって
います。この特徴としては島根県には 19 の市町村
があるのですが、各会場とも 19 の市町村全て参加
をしてもらっています。東京の会場に相談に来られ
た方からすると、島根県で今こういう情報を求めて
いますよと言われたことに関しては、基本的に全て
の方のニーズにその会場である程度答えられるよう

にしようというのをモットーにしていますので全部
の市町村、絶対出てよということでやっています。
それが実現できているというのは、島根県とそれか
ら各市町村が、結構言葉だけじゃなくて本気モード
で連携できているからかなあと思っています。去年
も福井県に私お邪魔して話を聞いたところ、県の方
でこうしたいと思っているのだけれども市町村が全
く目を向けてくれないとか、本気で取り組もうとし
てくれないということを悩んでおられました。比較
的東日本の方ではそういう傾向が強いということを
聞いておりまして、ですけど高知県の方では県と市
町村の間はかなり上手くいっているという話を県の
方で聞いておりますので、そういったことは島根県
と状況が近いのかも知れません。島根県の場合には
何かあれば市町村の方にも情報提供するし、それか
ら先ほど言いました全市町村には定住支援員という
のを置いてくださいと促します。その代わりにその
人件費に当たる部分を県の方からお金を出します。
このお金については「その定住支援員の準備費とし
てもいいですよ」ということをやっている部分もあ
ると思いますけども、市町村との関係をきちんと整
備しておくということが、かなりいろんな点でいい
結果を生んでいる気がします。

ニーズについてはご覧のとおりなのですが、これ
も年々増えていて今年もさらに増えるのかなという
気がします。ただ一つ心配されるのは、やっぱり、
だんだんニーズが増えてくると、「ぜひ島根のよう
な地方でこんなものがしたい」という本気の方以外
が増えてきておりまして、一番やっかいなのは「島
根県に自分が行ったら何してくれるの？」、「どんな
お金くれるの？」とか、そういう方がだんだん増え
てきている気がします。もう私たちとしてはそうい
う方については、バシャッと切ってしまいまして、
いろんな理由をつけて「あなたはちょっと島根県で
生活するには向いてないと思いますよ」という色々
な理由をつけて切ってしまいます。昔は「本当に島
根には何もないですけど、ぜひ良かったらいらっ
しゃってください」というふうに下手に出ておりま
したが、もうそういう時代じゃないと思っています
ので、これからは島根みたいな田舎も都会から来る
人を選ぶ時代、「まあだったら島根に来てもいいか

県・市町村・県内相談機関が一同に集まり、個別相談など
を実施。東京、大阪、広島で開催。（名古屋では相談会）

◆H2６年度来場者数 各会場とも過去最高！

広島会場：181人

大阪会場：390人

東京会場：551人 計1,122人

③しまねUIターンフェア・相談会開催

第１ステージ（情報発信）

東京 大阪 広島
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もしれないね」というぐらいの上から目線でやって
も十分やっていけるということを最近確信していま
す。あんまりそれが過ぎるとまたいけないかもしれ
ないですけども、そこらへん自信を持って各地方そ
れぞれがタッグを組んでやれば、その失敗という
か、「島根に来てやったぞ」というような人を減ら
せるのかなという気がしています。

東京、大阪、広島にもそうして拠点を置いていま
すけども、人を増やしました。今までは下に書い
ていますけれど「定住アドバイザー」というのを１
人ずつ置いておって、そこの窓口に相談の方が来ら
れたら対応するという待ちの姿勢でやっておったの
ですが、昨年から「人材誘致コーディネーター」と
いう人間を大阪と東京に１人ずつ置きました。これ
は先ほどの待ちの姿勢に対して、今度は攻めの姿勢
とも言えるかもしれないですけども、窓口には１人
アドバイザーを置いときましょうと。コーディネー
ターは例えば東京の各大学を回るだとか企業を回る
こともあるかもしれません。そういう格好で島根に
縁のある方を集めるだとか、先ほど言ったような島
根にちょっとでも興味がある人を集めて「こんな飲
み会をしますよ、ワインバーをしますよ」だとか、

「出雲大社で学ぶようにイベントしますよ」という
企画をしていって、その中から 20 人集まったうち
から１人でも島根に移住するということが決まれ
ば、それはそれでもう大きな成果かなというぐらい
の気持ちで、緩やかに長い目で見て成果が出ること
を期待して動いています。当然、島根県出身の学生
が多く行っている大学っていうのは調べようがあり
ますので、県出身の学生が多く行っている大学には

とにかく積極的に回って行って、進路指導の先生の
ところに積極的に攻めて、学内で説明がある時には

「うちの方からも説明させてもらえませんか」だと
か、それが無理なら、「うちの方の学生向けの登録
制度のチラシを配らせてもらえませんか」というよ
うなことを働き掛けています。

そして３番目のステージの「体験・交流」の方に
いきますと今度は、島根県で少し体験してみようか
なという方を対象に何個か事業をやります。そのう
ち「短期体験」というのは１日、２日から１週間、
それぐらいの規模のものをやっています。「長期体
験」というのは１年間～２年間掛けてやるというも
のです。「しまね暮らし体験プログラム」というの
は、現地の視察をするツアー、こういったものを
やっています。２泊３日程度で、まずは島根県に
やってきてもらうと。自力で例えば松江市の駅まで
は来てもらうのですけど、松江市の駅でバスに乗っ
てからはそのバスの移動、ご飯代それから宿泊、何
かの体験代、全て込みで、３日間で５千円だとかそ
ういう格安のツアーをやっています。そういった体
験をしながら必ず取り入れているのは、夜は地元の
おじさん、おばさんと語る会を必ずやるということ
で、もし島根県のこの地域に移住したんだったら、
こんな人たちと一緒に生活するんだなということを
知ってもらうために、地元のおじさん、おばさんの
普段思っていることだとか言葉の壁というのもあり
ますから、なまりがどれぐらいきついかなというよ
うなことなんかも知ってもらうにはいい企画かなと
思ってやっています。

第２ステージ（相談／誘致）
ＵＩターン希望者の発掘、都市圏での相談対応

東京・大阪に人材誘致
ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀ-を配置

都市圏での人材発掘、
関心を持つ人をフォロー

東京・大阪・広島に
定住アドバイザーを配置

都市圏でのUIターン者の相談
に常時対応
H26相談件数 1,399件（H25 920件）

• しまね暮らし体験プログラム

• しまね暮らしお試し体験施設

長期体験 • UIターンしまね産業体験

• UIターンしまね地域づくり活動体験

「ちょっと体験してみたい」「時間があまりとれない・・・」という方へ

豊かな自然や地域の人々に囲まれながら、じっくり体験しながら自分らし
い「仕事」「生活の場」をみつけたい方へ

第３ステージ（体験／交流）
ＵＩﾀｰﾝへ誘導するための島根での体験・滞在ﾒﾆｭｰ

短期体験
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もう一つは、先ほど藤山さんからは中山間地域の
方に東京と違う生活を望むために住んでもらうと
いう極端な変化という話をされたんですけども、財
団としてもそれに力を入れておりますが、それと同
時にやっぱりある程度の都市的な便利さが欲しいよ
ねという若い方のニーズも聞いておりまして、そう
いう方向けに特に市、松江市だとか出雲市などには
今５軒ほどなんですが空き家を財団で借り上げてい
て、そこにちょっと U ターン就職で企業を回りた
いんだけども、その拠点としてホテルは高いんだよ
ね、何かいい所ないのかなというニーズに答える
ために１週間泊まれば１万５千円、１日換算では
2,000 円強です。2,000 円強で家に住めて光熱費も
全部込で、コンビニも近くて企業にもバスなんかを
使って行ける便利のいい所に空き家を借りておりま
す。これはかなりの使用頻度がありまして、昨年度
１年間で 32 組 62 人の方がこの空き家を使われま
した。その内の 14 組 21 人が島根に移住を決定し
ているということで、思った以上にこれは成果が出

ています。これは全国の市町村レベルでやっておら
れますけども、それを市の中心部でやり始めるとい
うところが島根県には中々無かったのでうちの方で
初めて企画をしたと、そういうことです。

続いて長期の体験の方なのですが、これは産業体
験といって１年間ある所で体験をすると毎月 12 万
円を財団から本人さんに生活費としてあげますよと
いうことをやっています。ただその条件としては業
種が絞られていて第一次産業、農林漁業とかそれか
ら伝統工芸、介護などの業種のみとしています。こ
れは対象の業種が島根県で今、非常に人材不足だと
いうものに限っているということです。農林漁業、
伝統工芸。これは昔では島根県でも結構後継者がい
たのですが、今は親御さんも含めて自分の子どもに
はもうさせたくないよというふうに言っていると。
だけど、「誰かやってくれる人がいれば引き継ぐの
になあ」というふうに言っておられる悩みがある
と。一方の東京や大阪で見てみると、これからは農
業なのだと。農業をやりたいのですという若者が非

しまね暮らしお試し体験施設事業

■内容
財団で市街地の空き家を借りあげ、「お試し暮らし体験施設」とし

て、移住希望者へ短期間貸し出します（１週間～３か月間）

■設置場所
現在5戸・・・ 松江市（2戸）・出雲市（2戸）・大田市（1戸）

■利用料
7日間 15,000円 30日間 52,000円
60日間 82,000円 90日間 112,000円

H24年度からスタート！

H26年度利用実績：３２組６２人
うち１４組２１人が島根へ移住

◆短期体験 ②
まずは地方の市街地で生活体験してみたい方は・・・

第３ステージ（体験／交流）

◆短期体験 ①
地元の方との交流、地域体験など現地の暮らしを体感したい方は・・・

県外在住の方を対象に、島根の暮らしを知ってもらう機会を提供する体験プ
ログラム。プログラムは、通常型（日程設定募集・随時募集）、都市部発着
バスツアー型の３種類を実施。
「島根のファンづくり」や「移住・定住のきっかけづくり」につながること
を目的としています。

対象：プログラム実施団体への経費の一部を助成

しまね暮らし体験プログラム

第３ステージ（体験／交流）

◆長期体験 ①

ＵＩターンしまね産業体験事業

■対象
県外在住のＵＩターン希望者

■助成期間
３か月以上１年以内
※伝統工芸は2年以内

■助成金額
体験者助成金：１２万円/月

※実家に居住して体験する場合６万円
親子連れ助成：＋3万円/月

（中学生以下）

農林漁業、伝統工芸など産業体験したい方は・・・

■対象業種
農業、林業、漁業、伝統工芸、介護など

第３ステージ（体験／交流）

産業体験事業実績 累 計：1,576名
定着者： 680名
定着率： 44.7%
（Ｈ８～H26年度末）

第３ステージ（体験／交流）
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常に多いという事実もあったので、その両方を合わ
せればウィンウィンだよねということで、平成８年
から始まっていますのでうちの中では一番長い事業
になっています。

実績としては右上に書いていますけども、今まで
の 20 年間強で 1,500 名強の方がこれを利用されま
した。定着率 44.7％。これは毎年定着率を聞いて
回っていますので結構正確な数字です。半分弱の方
が１年間この産業体験という形で島根県内の農家だ
とか林業のお家に入って研修をして、２年目以降引
き続き島根県民になって今でも頑張っておられる、
そういう方が 44.7％おられるということです。

業種別に見てみると農業が圧倒的に多いですね。
これは個人の農家に入ってその後、自分が独立して
農業をされている方もおられますが、新規就農とし
て独立して農業で食べていくというのは、島根県の
中でも非常に難しいという実態がありますので、実
際成功しておられる方の多くはサラリーマン農業と
言いましょうか、雇用された格好で農業を続ける方
が多いかなという結果が出ています。

元の住所で分けたところで関東と関西が大体二分
しています。関東から 20 代の若者が何も持たずに
島根県にやってきて、１年間農業をやってそのまま
居付くという、最初はそんなこと本当にやれるのだ
ろうかなあというふうに思っていましたけれども、
やっぱり若い方は、そこそこ、この事業を使って
残っておられるなと思います。ただ、やっぱり子ど
もさんがおられるような家庭になるとリスクもあり
ますので、あまりうちもお勧めをしてないですし、

利用実績もそこまで伸びなかったかなという状態で
す。

これは先ほどの産業体験の期間ですけれども、期
間がまず２年間で長いということ。それから業種
は全く制限をしていないです。各地域、地域が今こ
んな課題を抱えているよと、その課題を自分たちで
は解決しにくいので、その課題を解決してくれるよ
うな人を都会から呼んできてほしいというニーズに
対してそれを公募しまして、東京や大阪から「じゃ
あ、私がそれをやりましょう、解決しましょう」と
言う人を呼んでくるという事業です。

実績としてそれほどは上がってないのですが、昨
年度は 17 名の方がその課題解決のために県外から
移住して来て頑張っておられるということです。例
えば、「農村 café」。地元にそういった気軽に立ち
寄れるようなカフェを作りたい、カフェを作って人
が集まる場にして地域を元気づけたい、カフェを運

産業体験事業実績
業種別体験者人数

第３ステージ（体験／交流）
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ＵＩターンしまね地域づくり活動体験事業

地域の担い手となる人材を県外で募集し、地域の受入団体ととも
に、 地域づくりの活動に取り組んでいただきます。

■対象
県外在住のＵＩターン希望者

■助成期間
３ヵ月以上２年以内

■受入先
地域活動団体、NPO、自治組織など

◆長期体験 ②
地域の魅力発信、地域資源の活用など地域活性化のための活動をしたい方は・・・

■助成金額
体験者助成金：１２万円/月

※実家に居住して体験する場合６万円
親子連れ助成：＋3万円/月（中学生以下）

第３ステージ（体験／交流）
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営する人たちは地元のおじいちゃん、おばあちゃん
たちの生きがい対策にもしたい。カフェには、例え
ば物を売るような場所も設置をして、そこに自分た
ちの野菜を持って行って、その野菜がお客さんに売
れたりすると地元のおじいちゃん、おばあちゃんの
小使いにもなるよねと。自分たちの作ったものを誰
か喜んでくれればこれも生きがい対策になるよね、
というような農村カフェを運営してくれるような人
が欲しいと思います。いろんなニーズを解決する人
を呼んでくるということをやっています。

定住者の受け入れからフォローアップへ

それからこれは王道ですけども無料職業紹介、ハ
ローワークと同様の無料職業紹介を平成 17 年から
財団でも始めました。これは島根県に U ターン・
I ターンをしたいという県外在住の人をまず対象に
します。求人については島根県内の会社の求人に限
定して、島根県の UI ターン限定の職業紹介を始め
ています。財団を通して紹介状を発行して決定し
ていった人が去年は 181 人ということで、徐々に
増えてきています。これについても求職登録者が
今 1,600 人ぐらい、求人についても 1,200 人分ぐ
らいの求人を集めてやっておりますが、「もう少し
で決まるのになあ」というところで決まらないケー
スが圧倒的に多い中で、181 人の人が昨年１年間
で決まっているということを、実感をしながらやっ
ています。本人は、もう１回面接をして「ああ、こ

の会社本当に良かったわ」ということでぜひ行きた
いとなったのだけれども、最後の最後で社長の方
が「ちょっと、あの人は少しうちの希望する人と、
こういう点で違うのだよな」というふうに言われて
駄目になるというようなケースが多いので、本当に
結婚相談所みたいな感じだなと思っています。両方
が完全に両想いにならないと、この 181 人につな
がらないというぐらい難しく繊細なものだと思いま
した。特にうちがやっているのは東京に住んでいる
人と島根県内の企業をつなぎますので、「良い話だ
よね、じゃあ、次１回面接しましょうか」と言って
も、「じゃあ、次に島根県に帰れるのは年末の正月
ですわ」というような格好で中々話が進むスパンが
長くなってしまうというところがあります。そのへ
んをなんとか解決しながらやらなきゃいけないとい
う難しさを感じながらやっています。

各市町村には必ず定住支援員というのを置いてい
ます。うちや県の方から松江市に人をつなぎます
よという連絡をしたら、松江市の定住支援員がその

◆し ご と 支 援

ＵＩターン希望者のための無料職業紹介

UIターン者の採用を希望される企業と、

UIターン希望者の仲介

求職者 求人企業ふるさと島根
定住財団

第４ステージ（受入れ）
ＵＩターンを決意した人への「職」・「住」の支援

地域づくり活動体験事業実績 （H22～H26）

◇認定者数
H22年度： 1名 （体験後、定住）
H23年度： ４名 （２名定着）
H24年度： ５名 （3名定着。2名体験中）
H25年度： ９名
H26年度：１７名

ex.●農村caféの運営（川本町）
●コミュニティカフェの運営と地域振興会の振興と情報発信
（出雲市）

●教育現場などでの演劇によるワークショップ、地域の文化
振興（雲南市）

●子育てサロンに関わる活動、親の学習、男性の子育て参画
に向けた取り組み（雲南市） など

第３ステージ（体験／交流）

・平成26年度無料職業紹介事業による県内就職決定数
1８１人（過去最多）

個別開拓、企業誘致部局との連携、企業体験効果など

（平成2７年３月末現在）

第４ステージ（受入れ）

県内就職決定者数

年度 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 合計
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つながれた方に対して「基本、最後まで責任を持っ
て紹介・案内・フォローをするということを守って
ね」ということを強く言っています。それから後
フォローにもつながるのですけども、「定住塾」と
いうのもやっています。これは島根県にうちの支援
の制度を使って入った方、毎年何百人かおられます
けども、その方々に声を掛けて１回集まろうねとい
う同窓会を開いています。この同窓会を「定住塾」
と言っていますが、そういう方に集まってもらいま
すが、役場の方は呼びません。それから産業体験と
かの受け入れをしてくれた方も呼んでません。そこ
には U ターン・I ターンされた方と、私たち財団の
職員だけが集まって本音をぶちまけてもらって、い
ろいろな話を聞きます。ですので、まずその方々が
普段思っている不平不満のガス抜きの場にするとい
うのが一番の目的になっていますし、それから、同
じ立場の人が集まると自分が今 I ターンした所の近
くに同じような立場の人もいたのだなということを
知ってもらって、そこでネットワークを作って「今
自分はこんなことで悩んでいるんだけどもね」とい
う話をすると、少し前から来ていた I ターンの方が

「ああ、自分はこうやって解決したよ」というよう
に立場が近い人同士でそういった悩み相談なんかも
できたりするので、非常にいいなあと思ってやって
います。

県内 19 市町村では、定住対策について温度差が
あります。頑張っている所とそうでない所が非常に
よく分かります。これは、益田市ですが、課の名
前に「人口拡大課」と付けられました。これはすご

いなという気がしたんですが、とにかく課の名前が
こうなっているというのは人口拡大がされたのも一
緒、そこまで本気でやられたという例です。出雲市
では、出雲大社にあやかって縁結び定住課という名
前を付けております。こうやって名前から入ってい
くというのも面白いことで、そうすると東京や大阪
でも「ちょっと、面白いね」と食いついてくるよう
な機会があるので、こんなやり方もあるなあという
ふうに思います。美郷町という所では若者向けに住
宅を提供しますと。最初は貸す格好をするのですけ
ども、25 年間ずっと住んでいれば、最後はその人
にあげましょうということであります。25 年後に
あげるということを前提で、その入ろうと思ってい
る人の希望に合わせた家を、ということですので、
これは面白いなあと思っています。

定住財団はもう今 23 年目に入りましたので、い
ろんなことを今までやってきました。スポンサーは
当然島根県なんですけれども、幸いなことに県の方
が「50％上手くいくかなあと思うのだったらやっ
てみたらいいじゃん」というふうに言ってもらいま
したので、アイデアで勝負して、ちょっと面白そう
だからやってみようかなと思うのはいろいろやって
きて、上手くいかなかったからやめたというのもた
くさんあります。

ここにちょっと書いていますけども、例えば「空
き家の改修」。財団が市町村に依頼して２分の１の
空き家の改修を上限 300 万まで出して、直して入っ
てもらったというのもありました。２番目の「民間
賃貸住宅建設支援」というのは民間の企業さんでお

第５ステージ（フォローアップ）
ＵＩターン後の「地域定着」の支援

市町村定住支援員
の配置
初期の相談から定住後の
フォローまで一貫してサポート
（県内全市町村に配置）

定住塾
ＵＩターン者同士の交流の促進
受入地域の関係者の意識醸成
（県内３地域で年１回開催）

県内市町村の動き
・定住対策の推進に向けた組織の改編（６市町）

例：益田市：人口拡大課 出雲市：縁結び定住課

・定住促進住宅の建設（美郷町）
若者世帯向け住宅（家賃３万円、25年後に払い下げ）の建設
＋子育て支援により人口増

・地域おこし協力隊の活用（邑南町）

「A級グルメのまち」として協力隊員を「耕すシェフ」として受入れ

・高校魅力化事業（海士町）
生徒の減少に悩む離島の県立高校が、島外生の受入れ、
町による公営塾の設置などにより生徒が増加、学級数も増

・コミュニティビジネスの創出（江津市）

ﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗﾝ･ｺﾝﾃｽﾄ（Go-con）の開催、駅前の再開発
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金があるのだけども、それでアパート投資かなんか
もしてみたいけど、どれだけ人が入るかなという不
安があるために、アパートを建てない、というとこ
ろがあるという話を聞いたので、では、建設費用の
５分の１をうちから民間企業の方に出しますので、
その代わりアパートを建てて下さいと。その代わ
り、その内の半分ぐらいは県外から来た人優先で入
れてねということで、民間企業としては５分の１の
お金が出るから建てるし、財団としては UI ターン
する人の住宅不足が解消できるということでやった
年もありました。

それでも家が足りなかったらどうしたかという
と、３番目「トレーラーハウス」といって台が付い
ている家を 10 棟購入しまして、それを家が足りな
いよという農家だとかそういう所にゴロゴロ転がし
て持っていってそこで１年間住んでもらって、そこ
で人がいなくなって他のところで、人が溢れ出て困
るよという場合にはそのトレーラーハウスを移動し
てやろうと思ったのですが、トレーラーハウスを家
にするというのは、上水道、下水道、電気を完備し
なければいけないだとか、それから電装を道路の中
に１メーター以上穴を掘って埋めなきゃいけないと
かいうことがあって、１回設置をするとまず動かせ
ないというのが分かって、これは、大体 10 年ぐら
いで終わってしまいました。
「結婚対策事業」もやりまして、当時は「ねると

んパーティー」とか、はやりましたので、男女の出
会いの場の企画づくり、あと結構激しいようなもの
もやっていたのですが、やっぱり壁はプライバシー
の部分にあまり立ち入れないと限界を感じました。

ということで今はいったん休止にしています。
次に「サウンドライブしまね」。これなどは、当

時バブルの財団だったので何千万円も投資をして、
モーニング娘を島根県に呼んでライブしました。島
根県にモーニング娘が来ないから島根の若者はつま
らんと思って東京に出るのではないかという、かな
り飛躍をした観ではあったし、モーニング娘を補助
金を使って呼んできたと、そういうこともありまし
た。
「しまね田舎ツーリズム」は今でも続いているの

ですけども、一言でいうと島根の本当の田舎の良い
ところを都会の人に一時的に、おすそ分けしましょ
うという事業です。田舎の農家でこんなもの普段食
べているのだよとか、こんな生活スタイル送ってい
るのだよというのを、あまり飾らずにそれを広島、
大阪から一泊二日とか二泊三日で来てもらって、そ
れを体験してもらいましょうと。それを体験したこ
とによってご飯も一緒に作って６千円ぐらい払って
泊まって帰りましょうと。旅館業法とか食品衛生法
に引っ掛からないように、その法の網をくぐり抜け
てやっている事業もあったりもしました。

そして今年度新たに取り組もうと思っているのが
こういったものです。まず一つ、「ルネッサンス青
年団」。昔はうちの集落でもどこでも、青年団とい
うのがありました。その青年団、地元のお祭りだと
かそういうものを、企画をしていたのですが、この
青年団のメリットは何かというと、そこで男女が出
会うのですよ。そこで結婚するということが結構
あったのですね。今はそういうものがない。男女の
出会いの場がないから先ほどの結婚対策事業の流れ

おまけ・・・

思い出のＵＩターン関連事業

・空家改修助成（Ｈ9～16）
・民間賃貸住宅建設支援（Ｈ１１～14）
・トレーラーハウス貸付（Ｈ8～19）
・結婚対策事業（Ｈ１0～17）
・えモーションしまね（Ｈ１2～14）
・サウンドライブしまね（Ｈ１１～14）
・しまね田舎ツーリズム（Ｈ１7～ ）

・ルネッサンス青年団
若者によるかつての青年団活動のような取組の支援

・「農業・農村はかっこいい！」和歌募集
農村のﾗｲﾌｽﾀｲﾙの評価・価値観を表現した短歌を募集・表彰

・若者ネットワーク創出
３０才の成人式（松江市）を県内に波及

・島根の子どもたちの隠岐体験学習
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につながるかもしれないですけども、若者が集まっ
て自己紹介をして何か一緒に体験をして、良ければ
一緒に泊まってもらうといい関係になるのではない
かという、そういう裏の目的を持った事業、そうい
う男女の出会いの場の企画をしたら 100％補助しま
すよというのを、今年始めております。

２番目は『「農業・農村は格好いい！」という和
歌を募集』するということで、例えば泥が付いたよ
うな農業というのはダサいよと思う人も多いので、

「そうじゃない、制服も作業服も実は格好いいのだ
よ」「そういう農業するのも格好いいよ」、というよ
うなことを表現した短歌で、農業の格好良さを表現
するようなものを募集していく。今年の 11 月の文
化の日あたりに俵万智先生を呼んできて、それを表
彰してもらう打ち上げ花火的な企画をやろうと思っ
ています。
「若者ネットワーク創出」というのは、これは松

江市で数年前からやっていますけども、20 歳では
なくて 30 歳になった時の成人式を松江市でやって
います。これも結局やっぱり最初と同じで、出会い
の場につながります。懐かしいよねという感じの
同窓会につながるのですけども、30 歳という年頃
が結構良くて、当時はとても若かったけど 30 歳に
なったらもう一回ちょっと会ってみようかという焼
け木杭に火がつくことがあるということが分かりま
したので、これを県内全域に波及させましょうとい
うことで、地域でやるのだったら補助金出します
よ、という事業です。

最後の「島根の子どもたちの隠岐体験学習」とい
うのは、隠岐の島、島根県にあるにも関わらず島根
県内の小学生のほとんどが隠岐の島に行ったことが
ないというデータが出まして、これはいかんという
ことで高校、大学その後に島根県外に出てしまうの
はしょうがないと最初に言いましたけど、出てしま
う前に島根の本当の良さ、ふるさとには、こんな素
敵な場所があることをまず知らせなければいけない
ということで、今年の夏休みの８月を使って島根県
内の小学生何十人、本当は何百人にしたいのですけ
ども、100 人ぐらいの小学生を隠岐に連れて行こ
う、無理やり連れて行こうというツアーとしてやっ
ている事業です。

ということで、まとめに入るのですけども、もう
だいぶ話をしましたが、まず、これだけ競争の時代
になったので、どうやってその高知県、島根県そう
いう所に興味を持ってもらうかという話です。高知
県は「高知家」ということで広末涼子を使ってかな
りの注目度を上げています。うちも島根県出身の有
名人誰がおるかっていうことで、結局 DAIGO しか
いなかったですね（笑）。DAIGO を去年あたりか
ら使っているのですが、でも今、追い風が吹いてお
りまして、今年の 24 時間テレビでマラソンを走る
ことになったのでこれはいいぞということで力を入
れて応援しています。何とか注目度をアップさせる
ためにいろんなことをします。例えば先ほど言った

「くらしまねっと」というサイト。ここに行きつか
せるためにどうするか。人気のある所は信州、長野
県、沖縄、北海道ですね。二重スペース北海道と入
れると、「くらしまねっと」に引っ掛かるようにす
る方法ですね。グーグルでお金を払うとどんなキー
ワードを入れたら「くらしまねっと」が出てくるか
というのは、これは自由なのでかなりの確率で引っ
掛かるのですね。沖縄って入れたらなぜか「くらし
まねっと」がこう出てくるとういう、そういうこと
もやっています。これはうちだけじゃなくて全国で
結構どこでもやっているので遅れちゃいけないと思
います。

２番目のステージの「相談・誘致」のとこではよ
く言われます。なぜ島根県を移住先に選んだので
すかと来られた方に聞くと、最初に東京の窓口で相
談を受けた方の誠意が伝わったからだとか、この人

まとめ
【第1ステージ：情報提供】
・ユニークな取組で注目度アップ

【第２ステージ：相談・誘致】
・相談員のファーストインプレッションが命

【第４ステージ：受入】
・現地での案内・相談・情報提供は
1件ごとに丁寧に →至極あたりまえのこと

【第０ステージ：連携】
・県と市町村がひとつになって
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だったら信用できるからと、後からでも相談しても
らえるのだろうなというふうに思ったという方が結
構おられる。一番に第一印象、一番最初に対応した
時に、「まあ、この人は冷やかしだから現場的には
あしらっときゃいいわ」と思うんのではなくて、
やっぱりそこで一生懸命に１時間、２時間掛けて話
をしておくと、後でどう転がるか変わるか分からな
いと本当に痛感しています。要は、「最初が大事」
と思ってやることが重要なのです。

それから最後のステージの「受け入れ」の部分な
のですけども、要は１件、１件泥くさく丁寧にや
るという、もうこれに尽きるというふうに思いま
した。今 IT 系の企業が誘致で非常に島根県に多い
です。IT の企業への求人というのが、例えばリク
ルートの関係のものだとかそういう感じで、自分で
アクセスをしてここに応募をしました、返事が来ま
した、それで就職決まりますよ、というスマートな
決まり方のイメージがあるのです。それで島根県で
も IT の企業の求人・就職を助けるために民間の企
業が委託を受けてそういったことに今、力を入れて
いるのですが、スマートな方法の開発をしてシステ
ム化されたのですけど、結局上手く行っていない。
今頑張っておられるのは１件、１件面接をして「あ
なたは、これに行ってみない？」という結局アナロ

グの１対１のやり方で成果が上がってきつつあると
いう話なので、１件、１件、アナログチックに大事
にやっていくということが、一番だなというふうに
感じています。

最後ですけど、最終的には、後々までずっと面倒
を見るとかフォローをするのは、全県下何百人の移
住者の面倒を私らでは見られないことで、一番近い
存在でいる公の機関、それは市町村の定住の窓口の
方だと思っていますので、19 の市町村の人たちに
は、「必ずこの人たち移住するからね」という顔合
わせをして、それで巻き込んで、後は、「よろしく
ね」というか市町村の方にフォローしてもらうとい
うことを大事にしながらやっていくということ、こ
れが一番の要かなと思っています。

以上、ふるさと島根定住財団として島根県の定住
対策こんなふうにやってる、こんなにしたらいいの
ではないかという感じで報告させてもらいました。
以上で終わります。ありがとうございました。

 （司会）
小笠原さん、ありがとうございました。1998 年

に財団設立したということで、この 23 年間、とり
くんできた歴史の重みと試行錯誤の積み重ね、素晴
らしいなと思います。ありがとうございました。
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 （司会）
それではお二人の話を伺いまして、定住に向けて

どんな人を求めるかとか、対策とかの話をいただい
たわけですが、もう少し話を広げていきたいと思い
ます。会場から質問もいくつか、いただいておりま
すので、３人でこれから鼎

ていだん

談という形で進めていた
だきたいと思います。コーディネーターを務めてい
ただきますのは、当センターの理事でもあり、黒潮
町役場職員の畦地和也さんです。それでは以下の進
行は畦地さんにお渡ししたいと思います。よろしく
お願いします。

 （畦地）
皆様こんにちは。当セ

ンターの理事をしていま
す畦地といいます。これ
から皆さんからいただい
た質問を中心にお二人の
お話を深めてまいりたい
と思います。その前に自

己紹介をさせていただきます。私は、本職は黒潮町
役場、旧大方町の役場の職員ですけれども、自分の
生まれ育った、今も住んでいる所はちょっと山の中
に入った、現在人口が 15 人、戸数 10 戸という小
さな集落です。黒潮町が 64 集落ぐらいありますけ
れども、もっとも規模が小さな所に住んでいます。
ですから、私にとってのテーマというのは、今日は
少子化というテーマですけれども、少子化ももちろ
んそうですけれども人口減を飛び越して自分の生ま

れた古里をどうやって将来に残していくかと、つま
り自分のところには当然自分以外の家庭というかご
出身の方の墓もあるわけでして年に１回から数回、
県内外から墓参りに帰ってこられるのですね。今、
十数名住んでいるからこそ役場が町道の草を刈って
くれますけれども、１人も住まなくなったら多分
刈ってくれないだろうと思うのですね。そうします
とその人たちのためにも、やはり住み続ける人が必
要だということになっておりまして、それをどのよ
うに将来に渡って残していくかということが最大の
私のテーマであります。それからその山の中で私も
農業をしておりまして、７反５畝ぐらい、全く昔な
がらの等高線に沿った約 20 枚近くの田んぼを作っ
ておりまして、この時期ですと毎朝出勤前に１時間
草刈りをして出勤をすると。近いうちに田植えをし
なくてはいけないので、明日も代

し ろ か

掻きをして、もち
米が早いのでもちをまず植えて、来月の頭ぐらいに
掛けてヒノヒカリと２種類、植えようかなと思って
おりまして、多分この二人も似たような生活を普段
されていらっしゃるのではないかなと思っておりま
す。そういうことで抱えている課題というのは多分
似ているので、私がお二人に自分が解決したい気持
ちをドンドンぶつけながら、少し皆さんにも参考に
なるようなお話を聞きたいなと思っています。

それから藤山さんのお話の中で面白いなと思った
のは、端っこに魅力があるということをおっしゃ
いましたよね。なぜ面白いかと思ったのは皆さんに
お配りをした藤山さんの資料の中で、隠岐の港の所
に手前に「ないものはない」という、隠岐を PR す

 「高知での地殻変動は起きるか？」

　　 畦地　 和也 氏
（コーディネーター：黒潮町役場・高知県自治研究センター理事）

　　 藤山　　浩 氏
　　 小笠原勝司 氏

４鼎談
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るポスターがありますけれども、これは高知県内に
住む梅原真というデザイナーがデザインをしたポス
ターなのです。梅原さんとも僕も 30 年近くの付き
合いなのですけれども、彼がいつも言っているの
は「端っこがうまいのだ」と。例えば「海苔巻とか
カステラ、端っこがうまいだろう」と、「端っこに
こそ本当に魅力があるのだよ」ということをいつも
言っていて、皆さんご存じだと思いますけれども彼
の仕事というのは全て端っこなのですね。東京で仕
事なんかしません。高知でも高知市の仕事はしませ
ん。嫌だと。ですからうちの町とか大川村とか馬路
村とか、ああいった端っこで仕事をしていますし、
県外でも秋田県とか石川県の、ああいう端っこで仕
事を一生懸命されていて、隠岐でもサザエカレーを
作ったりするだとか、そういう端っこを非常に好き
で端っこにこそ魅力があると信念を持って仕事をし
ています。なので、藤山さんが「端っこは魅力だ」
と言うのを、我々端っこに住んでいる人間としては
非常に勇気づけられる言葉で間違っていないなあと
思ってお聞きをしておりました。私ばっかりしゃ

べってもいけませんので、早速皆さんからいただい
た質問を少しご紹介いたします。それでは藤山さん
からいきたいと思います。お一人の方から四つぐら
いご質問がありますので一つひとつ聞きましょう。

藤山さんに質問です。４歳以外の子どもの増減数
についてお聞きをしたいということで、４歳を閾

い き ち

値
とする根拠はなんでしょうかという質問です。よろ
しいでしょうか。

 （藤山）
全部の統計を取ってい

るのですけれども、今、
一番注目すべきは地区の
若い人。それと 30 代と
連動してそこが入ってい
くということで、そこに
ポイント当てると。

 （畦地）
では、同じ方からの二つ目の質問。定住促進につ

いて行政主導ですべきでしょうか、住民主導で進め
るべきでしょうか、どちらでしょうかというご質問
です。

 （藤山）
「あれが」「これが」、ではなくて小笠原さんも

おっしゃったように両方でやるしかない。ただ地域
の人も、定住を希望している人と一緒に暮らそうと
いう目覚めというか、それなくして行政が上に立っ
ても駄目なので、行政も最初は地域の人の気持ちを
しっかり元気にさせるという、そういう取り組みが
重要かなと思います。

 （畦地）
で は 三 つ 目。 地 域 の

リーダー育成について島
根県の取り組みを教えて
ください。

 （藤山）
リーダーというのは、
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他のことをやらない言い訳になっている場合が半分
ぐらいあるのですね。とてつもないカリスマ的リー
ダーは狙い過ぎで、もうちょっと役割分担してリー
ダーというか担い手を捉えてほしい。何が言いたい
かというと、例えば会計とかが本当はネックになっ
ている場合が多い。やっぱりリーダーも三つに分け
ると、『まとめ役、仕掛け役、つなぎ役』と三つが
全部できる人は本当にめったにいない。むしろこの
人は穏やかにまとめ役をしていこうと、この人は元
気に仕掛け役やってあげようとか、この人はとにか
く地道なつなぎ役だと、分けて考えないとできるも
のもできないと思うので、そういった、あまりカリ
スマを求めてはいけないなというのが私の持論であ
り実態だと思っています。

 （小笠原）
一つ追加で、いいですか。財団の方でも三本柱と

いうことで、最後に言った地域作りの支援という中
に、各地域で自分たちが作るお餅だとかそういった
ものを道の駅で売って、それを商売にしたり、いわ
ゆるコミュニティービジネスをやりたいというよう
なケースの支援をしています。その時に今、藤山さ
んが言われたように財団の資源、財団の小銭をもら
うためには、当然その申請書を書いたり、これから
先の３年、５年後の経営はどうなっているのかとい
う経営計画書も書くとか、そういったことが必要に
なってきますが、地元のおじいちゃん、おばあちゃ
んたちは普段そんなものを書いたことがないよとい
う人たちが多いです。だけどやりたいことは本当に
いいことなので、その時にはリーダーが引っ張って
いくことが必要だし、そういったことがやっぱりで
きるような会計的なものとか、それから公的なもの
に対するパソコンが使えるのだとかそこらへんは誰
かがしなくちゃいけないということで、少なくても
必要だということについてはリーダー養成塾だとか
何かそういったものをうちの方では各地域でやって
おりました。

 （藤山）
ですから本当に是非こちらからやっていこうと

思っているし、国レベルでもそういう支援を検討さ

れていると思いますが、地域マネージャーみたいな
そういう人を増やしたいなと思うのですね。それ
が、本当に女性が頑張っていることも含めて、そう
いうのはこれから狙いたいなと思っています。

 （畦地）
それでは、この方の最後の質問です。海士町の４

歳から 14 歳までの人口増減率が少ないのはどのよ
うな理由があるのでしょうか。

 （藤山）
そんなにすごく深い理由があるのではなくて、子

連れで入ってくるというので、その下の世代は増え
ていて、上の世代は高校という明確に流出する理由
というか、仕組みがあると。その間はたまたま、そ
れぞれ特別にバアッと今入ってくる人数ではないと
いうことで、あと５年したらその上の世代、下より
もどっと入って増えてきますから、この世代が今度
は数字になって表れる。そういうタイミングで海士
町だと高校でドッと減るという、二つの事情という
ことなのですね。

 （畦地）
それでは、別の方の質問から藤山さんへのご質問

です。少しお時間がなくなって詳しくご説明してい
ただけなかったようなのですけれども、ヤマタノオ
ロチ的な取り組みをするためにはどうしたらよいで
すか。高知県民的には非常に苦手だということなの
ですが、よろしくお願いします。

 （藤山）
皆様、どこが苦手というか、この数十年はどんど

ん専門的に、市場分野の規模の経済でドンとやりま
しょうということできたのですね。でも、今はある
程度人口が減っている状態から出発しないといけま
せんから、それぞれ別々でいくと、まず一人役の仕
事ができないということが本当は致命的なんです。
例えば小さな 200 人、300 人の所でバスを走らせ
て、それだけでドライバー１人雇えるだけの能力は
ない。そうすると交通と何かを一緒にしなきゃいけ
ない。交通でも物も人も一緒にやるとか、そういう
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業態にしないと、とにかく一人役雇えないというこ
とがでてくるのですね。例えば金融の窓口でも JA
の窓口が減っていくのが本当にすごい。一人役で担
当させようとしても、それだけのお客が来ないとい
うことなんですね。ですから、全体として事業も全
体量が減っているわけで、それをまた細切れにした
ら、これはビジネスで成り立たないということは当
たり前だということです。それからもう一つ、補助
金なんかも縦割り表をお見せしたと思いますが、
トータルでは島根県にある人口５万人ぐらいで、
20 地区で平均 2,000 万は出している。ところが、
それが細切れになっているから全体としては有効に
使えないと。だから、これをいい意味で連結決算と
いうか、例えば直接支払いみたいになってもらった
お金を上手く地域全体で活用するようなことをしな
いと、もらっている補助金も上手く使えないし、そ
れから今の一人役の仕事もできない。そういう中で
ちゃんと弱み強みをつなげて、例えば交通部門なん
かは絶対黒字になりません。普通はやっても。それ
を単独決算ではもう切り捨てていいかというと、そ
れはできない一方で、現実にあるのは経営条件の悪
化なのですね。そういうのを含めて成り立たせるよ
うな仕組みが必要だと。

後は小さな拠点という考え方は全くそれと同じ
で、バラバラの拠点じゃなくてその合わせ技で成り
立たせていきましょうという考え方なわけです。で
すからあとはこういった、今、実は目覚めている島
根でも全国的にも四万十市の大宮界隈でもそうです
が、自治組織が絡んでいます。だけど今度はちゃん
とそういうビジネスが地域ベースでできる、地域で
できる会社をドンドン作り始めています。それはそ
ういった合わせ技の雇用というのもそうですし、小
さいけれどもあまり儲けにならんけど地域としては
こういう機能とか仕事場を残したいというのがあり
ます。そういうのをやる組織と人材を作っていくと
いうのが、これからの定住のために必要かなと思っ
ています。

 （畦地）
ありがとうございました。そしたら小笠原さんに

ご質問がきています。産業体験について各種どのよ

うな内容でしょうか。受け入れ業者、団体について
ご苦労されたと思いますがお聞かせください。

 （小笠原）
産業体験は話したように、平成８年度からやって

おりまして、最初は農業・林業・漁業にほぼ限定し
てやりました。農業などでは農業公社のような公的
な法人などにまず伺って、県外からそういった UI
ターンの人をちょっと雇ってくれんかというお願
いから始まったのですけども、そこらへんは、そう
いう良いものがあるのだったらうちも実は人が欲し
かったと。地元でも中々そういう人は探してもいな
いので、県外にそういう人を求めますというのが、
企業だとか農家だとかに思った以上に多いというこ
とが分かったというのがありました。財団も調子に
乗りまして、当時リクルートが発行した『さらば東
京 I ターン・U ターン B-ing』という雑誌がありま
して、300 円程度のものなのですが、それが非常
にたくさんの東京、大阪の若者に読まれておりまし
た。それに、「産業体験として農業で研修ができま
すよ」ということで当時は毎月５万円もらえますよ
というのを出したのです。その B-ing という雑誌が
出た後は数週間ずっと電話が鳴りっぱなしという格
好で評判が高かったです。それを通して財団の方も
ドンドン調子に乗って県内の農業の受け入れ先に、
研修生雇ってもらうということで売り込んだ結果、
最初の１年、２年で出た答えはクレームの嵐だった
ということです。結局、都会の方もどれぐらいの本
気度を持って島根県の田舎に移って農業をしたいか
というところの気持ちと、受け入れ側のこんなふう
に教えるよという気持ちの温度差がかなりあったま
まうちがやっていたというところが一番問題でし
た。受け入れ側から怒られたのは「何でもかんでも
紹介するのは、やめなさい」と。まずは財団の小笠
原たちが第一次審査のように審査をして「この人
だったら紹介してもいいという人を限定してやりな
さい」という格好で言われたことがありました。最
初は「どうぞ、どうぞ良い所ですから皆さんおい
で」といっていたところを方針転換して、島根県に
移住するとこんなに田舎の集会に出なきゃいけな
い、溝掃除もしなきゃいけない、道で会ったら車同
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士でも運転手同士が会釈をしなければいけない、そ
のような色々なことがありますよ、それでも良いな
ら島根県を移住先として検討してくださいという言
い方に切り替えて、本気で島根県に来たい人だけに
限定したというのはあります。

それから、全く別次元の悩みとかの課題として
は、例えば、農家で１年間研修をしましたが、それ
までは１回も泥に触ったことが無い東京の人が、
じゃあ２年目から補助金も無くなる中でおいしい米
が作れるかというと作れるはずがないので、２年目
以降どうするかというところが非常に問題でありま
した。１年間だけは毎月５万円とか 12 万円を出し
ておきながら２年目からなんのフォローも無いの
か、ということがあったので、当然それは財団的な
問題ではなくて、県全体で２年目以降の新規就農者
支援とかそういうことをやっていかなきゃいけない
ということで、何年か経ってから、いろいろフォ
ローができるようになったのですけれども、２年目
からのフォローにかなり苦労したというのがありま
す。

農業でさえそうなのですけども、伝統工芸なんか
益々そうでして、島根にも〇〇焼とか○○染めとい
うのがありますけど、全国的にそういった名前が全
く知れていないわけですので、そういう所で１年、
２年研修したとしても、すぐものを作って売れるは
ずもありませんので、収入が数年間無いのですね。
それで皆さんどうしているかというと、今まで師匠
の持っていた一部をのれん分けをしてもらうとかい
う格好で食いつないでおられますけれども、やっぱ
りその伝統工芸で研修したことで後々それで食べて
いくっていうのは、ほぼ不可能に近いというふうに
私は思っています。どうしているかというと、最近
は「半農半 X」というのがありますね。兼業です。
農業で研修した人がその後やっぱり農業がしたい、
でもそれだけでは食べていけない、だったら農業で
250 万は稼ぎましょうと。しかしあとは 100 万円
ぐらいないと生活できないから、残りの 100 万円
は別のパートだとか近くに福祉施設があるのでそこ
で少し働きましょうと。そこで 100 万円もらって
合計 400 万、500 万円にして生活しましょうとい
う形の兼業的なものをやっておられる方は、上手く

いっているなという感じがします。
ついでに言うとよく話が出きている隠岐の海士町

などでは移住希望者がやっぱり多い。けれども一人
役、通年雇用というのが中々できません。というこ
とで海士町役場の人が考えたのは観光協会で県外か
ら来られた方を雇うやり方です。雇った人をこの時
期は漁業が忙しいから雇います。あとの３カ月は加
工会社に行って仕事をして、残りはまた別の福祉関
係に行ってもらうというようなことを、年間で五つ
六つ合わせて仕事をするというマルチワーカーです
けど、マルチワーカー的なことで年間にすると 300
万、400 万の収入になるのでそういうとこを転々と
しているわけですが、だけど雇用主は海士町の観光
協会ですよというやり方をしているケースもありま
す。とにかく「食べつないでいく」という一番大事
なところ、厳しい部分をそういう工夫でやっていく
迄に至る過程が結構苦しかったということはありま
す。

 （畦地）
ありがとうございました。そしたら小笠原さんへ

の次の質問です。第３ステージのとりくみにある、
地域づくり活動体験者を採用する際、今、審査のお
話がございましたけれども、審査側が注意しておく
べき点。テストや１、２回の面接では中々見極めら
れないのではないでしょうか。ちょっと踏み込んだ
質問になろうかと思いますけども。

 （小笠原）
この審査は、結局、自分の地域の課題を解決した

いと言っている地域の方が審査をするだけってい
うのが結論なのですけど、その地域の方が、この人
だったらいいかなと思うんであれば、うちの方はも
うそれで補助金出しますというふうにしています。
その前提として、この事業はこういう趣旨でやって
いるからということの前提で、こういう条件に当て
はまるような人を入れましょうということは言って
はいますけども、別に実際の審査というのは地域の
方が面接をして、この人ならちょっと２年間頼んで
もいいかなということであればそれで審査は終わり
ということにしています。
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 （畦地）
ありがとうございました。そしたらお二人にとい

うことで最後の質問になります。コストパフォー
マンスですね、つまり移住者１人当たりの費用って
どれくらいですかということと、将来的な収支予測
ということで移住者に関しての収支予測っていうの
は、どういうふうに捉えたらいいのか分かりません
けれども、移住に関する経費、移住者１人に関する
経費というふうに理解したらよろしいでしょうか。
そういうご質問ですけれども、藤山さんの方からど
うぞお願いします。

 （藤山）
家計調査でどれくらいステージが違うかというの

を、お見せしていると思うのですが、後半ですね、
大体若い人は生計費が 200 万ぐらいになっていま
すね。さっきも言いましたように、小中ぐらいまで
は 200、300 万で暮らしていたのですね。そこか
ら後の、高校の下宿やそのあとの大学というのが本
当は費用が掛かるわけで、そこのストーリーを作っ
ていかないといけないのかなあと思っていまして、
あとはそれを先ほど小笠原さんが言ったように合わ
せ技をいかに作るのかとか、実質的に安くなる仕組
み。例えば、島根県では車にすごくお金を掛けてい
るのですね。車のために散々働いている。例えば我
が家の軽トラはたいしたことないのですが、でも一
人暮らしになると車の費用は結構大変なのですね。
分かっているところは、例えば一種のカーシェアリ
ングというとりくみを始める所もあります。だから
お金をひたすら稼いでやるのではなくて、お互いそ
れは節約できるというか、お金が無いけど近所の助
けでできる部分というものある。行政としてそう
いったことも含めてこれからやっていく必要がある
かなと思います。ただ、大学の費用は、本当のとこ
ろ個人の努力だけに求めちゃいけないというふうに
強く感じます。

 （畦地）
小笠原さん、お願いします。

 （小笠原）
コストパフォーマンスについては、財団としては

移住支援としてのコストパフォーマンスの方法とし
て関与をしています。

 （畦地）
ちょっとこの点から分かる内容ではないですが

……。

 （小笠原）
そのご質問を聞いたときに私が思ったのは、結構

税金を使って補助金とかそういうのを生かして今、
移住者を増やそうとしているんですけど、そういう
支援のお金はジャブジャブ使って１人しか移住しな
かったとか、そういう場合どうなるかという、そう
いうコストパフォーマンスのことかなと思ったので
すが。

 （畦地）
かもしれません。

 （小笠原）
では、そうだと仮定をして話をしますと、例えば

産業体験事業、農林漁業で１年研修する産業体験だ
とか先ほど質問があった地域づくり活動体験事業、
これもお１人につき毎月 12 万円をかける。産業体
験は１年間、地域づくり活動体験事業は２年間出す
のです。１年間だと 12 万円 ×12 カ月で 144 万円
を県民の血税でポンと出して、例えば３カ月やっ
て、やっぱりやめたと言って遠くに帰られても返還
とか求めないのですよ。それぐらい、お気軽にど
うぞというようにやっています。１年間丸々やっ
て 144 万円もらって島根県に定着しないという方
が先ほどのデータでは、定着する人は 44％ぐらい
ですので、残りの 56％は何らかの理由でまた都会
に戻っているのですね。このところを「コストパ
フォーマンスしてどう思われますか」という質問は
よくされております。これは県として、財団として
もよく頑張っている方だとむしろ思ってくれていま
す。最初は 10％、20％残られたらいいのかなとい
うことから始めたんですが、最初の頃は 50％以上



― 51 ―

が残っておられたので、よっぽど覚悟を持って皆さ
ん来られているのだなというふうに思いました。一
人当たり 144 万円で定住を半分弱の方がされると
いうことは、決して悪い数字ではないと私たちは判
断をしております。

その他にも結構いろいろ補助金を使ってやったり
もしているのですけども、やっぱり、ものによって
違うと思うのですけど100人ツアーに参加をする。
そういうツアーにお金を掛けても、その中で１人本
当に島根に来られたらそれはそれで結構大きな成果
だと思っていますし、最初に言ったうちのミッショ
ンは定住人口を増やすことだと言っていますけど、
もう数年前からそれは諦めておりまして、人口は増
えないと。だけども今、人口が減っている集落に１
人だけでもその集落にとってプラスになるものを
持って来られるような人が入ったら、それは１人分
の感覚ではなくて場合によっては 10 人分の価値が
あるということを意識して、うちもスポンサーは県
なので、県の方から 10 人増やせよというふうに言
われるんですが、人数だけじゃなくて１人増えたこ
とでこの集落こんなに良くなりましたよ、そこを評
価してよと。だからうちの補助金減らさないでね、
という主張をしているのですけれど。そういうとこ
ろもあるという気がしていますので今、コストパ
フォーマンスもそういう意味ではそんなに悪くない
と思うのですけど。

 （畦地）
それでコストパフォーマンスと言った場合に、藤

山さんは移住された方がご自身に掛かる経費という
意味でのコストパフォーマンス、小笠原さんの方は
移住を受け入れる、促進する側のコストパフォーマ
ンスと、そういう両方の面があろうかと思いますけ
れども、直接的に参考になるかどうか分かりません
が、地方自治体に普通交付税というのが入っており
まして、それにはいろんな算定要素があって人口で
入ってくるのですね。これはあくまでも理論計算で
すけれども、大体うちの黒潮町辺りでいきますと人
口１人 20 万～ 25 万円ぐらいです。人口割りで普
通交付税が入ってくる計算になります。ということ
はご家族４人で移住されますと大体背中に 100 万

円背負って来てくれているということになるわけで
すね。ただ、もちろんそれに対して行政サービスで
必要な経費が発生しますので、丸々取り得ではない
のですけども、それ以外に地域商品ですとかいろん
な地域での人材と体力面というか人力面でもそうい
う人たち活躍していただきますので、そういう意味
でもコストパフォーマンスとしてはどれが適正かと
いうのは中々分からないですけれども、決して人材
誘致にお金を掛けることは無駄ではないと自分は
思っておる次第であります。

これで一応皆様から頂いたご質問については全て
お答えしていただいたのですけれども、皆さんの質
問を聞きながらちょっと僕も補足をしておきたいな
と思ったことがあるのです。要は人ですね。人材誘
致をするときに、あるいは U ターンとかも誘導す
るときにどうしても仕事の話が出てくるのですね。

「働く場所ってありますか？」例えば息子・娘を島
根に帰らせたいのだけれども働く場所がないと。常
に働く場所がないという発想で私たちは考えますけ
れども、要はどんな仕事があるかという発想でこら
れる人と、島根に行ったらどんな仕事が作れるかと
いう発想の人がいると思うんですけども、後半の方
のどんな仕事が作れるかという発想で来られた方の
ような事例はないでしょうか。

 （藤山）
海士町なんかは、今度それを仕組みとして商品開

発研修生という形で２年、３年役場で雇ってその
間にどんな仕事が作れるかを考えて実際やってもら
う、そういう体制で迎え入れているから島根に来て
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くれるということがあるんですね。あとは、今は実
際に来ている人の意識はどんな仕事で、どんな暮ら
しがしたい、できるのか、暮らし思考なのです。そ
の暮らしをするために、じゃあどんな仕事がある
か、先ほど小笠原さんが言ったように、一つの職業
じゃなくて組み合わせでもできるのかなというとこ
ろはありますね。ということで別にお金もうけたい
なら島根の田舎のいなかに来る必要はあまりないの
です。わざわざ来ている人というのは、本当は今の
私は暮らしも含めてこういう暮らしができるとい
う、そういう中でこういう収入の、キャッシュじゃ
ないんだけどお互い助け合いでそこを賄えるとか、
そういうのを地域としてはしっかり考えていかな
きゃなあという感じです。

 （畦地）
小笠原さん、どうですか。

 （小笠原）
数年前にちょっとブームになったのですけど、ビ

ジネスプランコンテストというのが県内の市町村
単位でもやられましたし最近もやりました。例えば
テーマを決めて「○○市では今こういうことで悩ん
でいます」と悩んでいる部分を解決できそうなビジ
ネスプランを全国に公募しますということで、それ
で全国のプランが出てきてそれの最終審査まで残っ
た数人の方が島根にやってきて、そこで公開プレゼ
ンテーションをし、最優秀賞の人には起業するため
に何百万か出して、そのあと数年間県や市町村レベ
ルの側面で支援しますというようなことを内閣府に
決めてもらいます。それを通じて今でも続けておら
れる方もいますし、かなりの数の応募があったこと
からすると、大体全国で地方に移って、何か創業や
ベンチャー的に起業したいと思っている方はいるの
だなあということは実感しています。ということ
は、そういう方に対して適切な情報提供、島根県に
こういう場所があるよ、こういうインフラや財産も
あるよ、というような情報があれば、それに飛びつ
いてくるような人がおりそうな気がします。

 （畦地）
ありがとうございました。ちょっとテーマを変え

てお話を聞きたいですけれども、「小さな拠点」と
いうのが今、我々市町村役場にも県を挙げて「小さ
な拠点づくり」という合言葉でいろいろ事業を入れ
ようとしていますけれど、ちょっとよく分からない
のですね。「小さな拠点」って、単純にそのまま聞
くと町の中心部とか拠点にぐっと集めて、僕は山の
中の端っこに住んでいますけれども、そういう所は
できるだけこっちへ来てもらってみたいなイメージ
があるし、コンパクトシティなんかまさしくそれの
典型かなと思っていたのですけれども、今日のお話
を聞くと、いやそうではなくて、残すべき所はきち
んと残しましょうと。それをきちっとつなぐ仕組み
としての「小さな拠点」というイメージでお聞きを
したのですけれども、何かもう少し具体的な事例を
交えながら、モデル的なお話をしていただけるとあ
りがたいと思うのですが。

 （藤山）
おっしゃるように「小さな拠点」というのは、周

辺の集落に住んでいる人たちを１回まとめようと、
いわば集落移転、そういう言葉とは、ほぼ真逆なの
です。集落移転は未だに島根でもトラブルが発生し
ています。まとめて住んでもらえばと思っていても
通いで農業するみたいな、結局全然ダメでかえって
過疎に拍車を掛けるような状況でして、ただ放って
おくわけにもいかないので、だから集落をどうする
かではなく拠点をどうするかなんです。あるいはそ
こからのネットワークです。それは様々なことをバ
ラバラで、ガソリンならガソリンスタンドを１村に
１施設ですね、商店は商店でやると今まで集落から
５キロの所にあったものが全部無くなった。そうす
るとその集落にとっても今まで５分か 10 分でガソ
リンとか草刈り用の油を買いに行けたのが往復１時
間みたいなことになるのですよ。それは集落の経営
にとってもそれアウトです。だったら今までバラバ
ラでやってバラバラの経営者で、人材で資格も取っ
てやったのをまとめてやるようにしましょう。そこ
から物や人の運び方もできるだけまとめてやるよう
にしましょうと。例えば新聞を運ぶ、来たついでに
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朝取れの野菜を持って帰る、それを小さな拠点にま
とめて共同で出荷をすると。そういうふうな生産も
需要も極めて小規模でバラバラとしか出ないのを１
回まとめて共同で出荷するような小さな仕組みを作
りましょうということを聞いたんですけれども、そ
れが胆の部分なんですね。そうすると先ほどから
言っているように、しかもなんで経験上同じ場所に
せんといけないかというと、同じ人がやればこっち
でガソリン入れて、次の瞬間には、こちらに行って
店のレジを打って、初めてその人が一人二役でき
る。それが 500 メートル、１キロも離れたらそん
なことできないのですね。だからそういった仕組み
をできるだけコンパクトに作りましょうというのが

「小さな拠点」の発想です。
コンパクトシティも、周囲の農山村を切り捨てる

というのではなくて、かなり空洞化してしまった地
方都市の真ん中にもう一回、人や物の流れを呼び寄
せて、そこで合わせ技で地方から来た人も周辺から
来た人もそこで病院も行けるし、その隣では買い物
ができる、あるいは農産物の出荷も同時にできます
ね、というふうな町の形にしないと地方都市といえ
ども周辺の農山村を切り捨てた途端に単なるグロー
バル経済の端っこでしかなくなるわけで、しかもそ
の端っこは大したものでもないし、根っこがないで
すから。そもそも地方都市ができたのも周りの農山
村からのいろんなものが出荷され、市場町としてで
きたのですね。そこの部分ももう一回取り戻してい
きましょうというのが、正しいコンパクトシティ
じゃないかなと思っています。

 （畦地）
自分たち自治研究センターの研究が縁で、当町で

は庭先集荷、要は中山間地域の高齢者のつくった
野菜を集めて直売所に出荷をするというサービスを
しているのですけども、それで一番問題になってい
るのは、既存の輸送ルートが今使えないのですね。
我々は、まあ例えば既存の移動ルートに乗せる、バ
スに乗せるとか、郵便屋さんに運んでもらえないか
なとか、いろんなことを考えたこともあるわけです
けれども、例えばうちの集落ですと去年 100 歳に
なったおばあちゃんがいて、その方は自宅で一人暮

らし、毎日自分でご飯を作っているぐらい元気なの
ですけれども、週に何回かデイサービスを受けてい
るのですよ。そうしますと町の中のデイサービスの
職員が車でその方だけを迎えに出て９時に連れだっ
てサービスしてから、大体３時か４時にまた連れて
帰ると、２往復しているのです。ああこれはもった
いないなあと思って、でも、それに例えば野菜を載
せるってことは、アウトなのですね。介護保険の立
てりからいうと、介護保険のサービスをそういうも
のに使ってはいけませんと。ですから、いろんな所
で物が動いている、人が動いているのに、それに少
し載せられないかなあというと法律がいろいろ邪魔
をする、邪魔をしてくるというのが今の日本の現状
なのですね。そこらへんをやはり整備するとか現実
に合わせていかないと、いくら小さな拠点という理
想をあげても「あるのに使えない」ということがた
くさん発生してくるのかなと思うのですが、その辺
どうでしょうか。

 （藤山）
これまさに今、私たちの地元でも起きているので

すが去年から私、物流の関係で、国交省に行くこ
とがあったのですが、やっと「小さな拠点」と一体
化して物や人を運ぶことを OK しようという動きに
なっています。今年、何か所かで一緒に一気にやる
はずです。今のままで、さらに細かい福祉の予算で
やって３、４人を乗せる目的外使用の問題があるの
ですね。ですから私が先ほど言ったような、ヤマタ
ノオロチみたいな一緒になった業態を作らないと、
本当にそこで全部引っかかります。とてつもなく縦
割りで今運んでしまっているのですね、本当に車両
と運転手ばっかり。そこは地域内であれば、取っ払
うみたいな資格制度を緩和するみたいなことを、こ
れは今回地方創生で国の率先でやらないといけな
い。おっしゃる通りだと思います。

 （畦地）
ぜひ国の方でも藤山さんは、発言力があると思い

ますので、よろしくお願いしたいと思います。時間
があと少しになりましたので、地方創生の話をした
いんですけれども、冒頭に藤山さんが今から地方創
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生で地方は競争させられているのではないかという
お話の中に、やはり勝ち残りのトーナメント戦では
駄目だなというお話があったと思います。僕は教育
委員会にいるので、例えば子どもたち、今だいぶ少
なくなりましたけども昔は競争が駄目だといって競
争させるのはいけないと言って運動会、例えば全員
が手を取ってゴールするとかいうそんな時代もあり
ましたけれども、僕はやっぱり競争というのは必要
だと思うのですね。ただし競争には２種類あると
思っているんですよ。一つは相手を叩きのめす競争
ですね、相手を徹底的に叩きのめして自分たちが勝
ち上がる競争、これがまさしくグローバル社会の経
済的な競争。もう一つはお互いが高め合って、みん
な高め合おうと、お互いが競争しながら高め合う競
争ですね。２種類あって、やはり、目指すべきは藤
山さんも同じだと思いますけれども、お互いが高め
合う競争だと思うのですけれども、どうも私は地方
創生の関係者が言っている競争というのは、市町村
間で競争してどこが碁盤の目をたくさん治めるかと
いう競争を仕掛けられているような気がしてならな
いのです。お二人にお聞きしたいのはこの地方創
生、我々も今から総合戦略を作れと脅かされていま
すけれども、地方創生に関して期待する面と、これ
どうなのだろうかなあという疑問の面とかございま
したらお願いしたいと思いますが、また藤山さんか
らお願いできますか。

 （藤山）
そうですね、おっしゃるように本当はもしかした

ら国の方はとにかく全部の市町村は救えない、つま
り早いもの勝ちだということなのですが、これに全
部今度は地方でそれぞれがバラバラで対策をやると
悲惨な状況になるのですね。やっぱり我々は競争と
いうのはリーグ戦でやらなければいけないというよ
うに思いますし、今以上にいろんな学びあいのネッ
トワークを広げないといけない。それはこういった
島根と高知の学びあいが増えることなども含めて、
それは非常に重要だと思いますね。ただ、あとは、
地方創生は、地方が集落や地元も含めて話し合っ
て、そこで手間暇掛けることに一番意味があると思
いまして、ただそこで地方側もかなり発想を変えな

くてはいけないと思っているのですね。例えば私よ
く使うのですけれど、「困っているから定住」では
ないのですね。どうもここには、困っているから人
を入れなきゃいけない、実際にはそうではないかも
しれないけど、では何でそんな困っている所で暮ら
させるのとかと問うた時に、確かに困っている状況
ではないけど、そこにいろんな可能性があるのだか
ら、一緒に暮らそうということじゃないといけない
と思いますね。

あるいは、今、地方側に足りないのは、実は自分
のここはすごいんだよと、自分の子どもも含めて
言っているか言ってないかというのは、ものすごく
教育も含めて問われていると思います。そういうと
ころで本当は競争してほしいなということなのです
ね。あるいは消費者としての自分ということで言え
ば、今はどんどん新しい良い物を作ろうということ
が主流ですが、むしろ私の考えは、半分は地域の住
民でもあるのだし、誰もが消費者でもあるので、
もっと地元の物を最初は少し高いかもしれないが買
うぐらいのことがないと、しかもそれ１％ずつでも
いいですから、そういうところの裏返しは、必要か
なあという気がしています。地方創生も変に競い合
いさせるような、上から目線のどうするかという
ことじゃなくて、むしろ本当の転換点は今までの

「困っているから、助けてくれ」とか、「いやあ、う
ちの地域にはほとんど何にもない。だから子どもも
相変わらず外へ出ていく」というようなところをま
さに変えていくところが本当の創生だなと、そうい
うところで本当は競い合うような形にぜひお互い励
まし合いながらできないかなという気がしていま
す。

 （畦地）
小笠原さん、お願いします。

 （小笠原）
今、藤山さんの話で思い出したことを、お話を

したいのですけれども、「困っているからぜひ来て
ね」というのは、まさにそのとおりで、役員たちと
よく話をするんですけど、「古里」という歌で、「志
をはたして、いつの日にか帰らん」ではなくて、今
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は、「志をはたしに、いつの日にか帰らん」という
時代なんだよと。この地方にあなたたち都会の人が
来られるということは、これだけメリットがあって
いい所なのだよ、いいことがあるのだよということ
をもっと言っていく必要もあるし、そうなんだとい
うことを地方の人間が言っていこうということを
ふっと思い出しました。それから地方創生の流れの
中で、「じゃあ、島根県は、この流れで何するので
すか」ってよく聞かれるのですけど、うちは口をそ
ろえて今まで同様に、今までと同じことでやってい
きますというふうに言っています。

逆の言い方をすると、このブームという流れにそ
のまま素直に乗っかってしまうと、例えば３年と
か５年でこれはドンと急に無くなった時に、じゃあ
どうするの、このまま続けていけるんですか、うち
も交付金が無くなる時にはもう全てが解決している
んですかというと、そんなことありえないと思って
いるんで、これで 20 年間ずうっと続けてきた財団
の定住対策を、いいものは今も引き続きやっている
し、だめだったものはやめたりしています。じゃ
あ、交付金をうちは何も使ってないかというと、３
年程度やってみておもしろそうだなと思うような新
しい事業に今じゃぶじゃぶと使っている部分もあり
ますけど、それが無くなったからといってうちは何
も変わらないということですね。引続きやっていく
と。その流れに乗らずに、以前からこうだよという
目的でやってきたものを引き続きやるだけですとい
うことでしょうか。

 （畦地）
地方創生でちょっとこれはという点はないです

か。

 （藤山）
今、例えば人口移動がすごく増えてきているので

す、全国的に。じゃあ、これでいいのかと。今、小
笠原さんがおっしゃられた人口の問題は人生と一緒
の問題で、地方はしたたかにその都度もらえるもの
はもらってもいいと思いますが、都会も同じペース
でやるのは地方側にとって損ですね。都会はある意
味四半期ごとの売り上げ情報ですから、株価がどう

なるかとか。一方で我々は少なくても四半世紀ごと
ぐらいで見ている、そこが違いであると。田舎のメ
リットをきちっと分かってもらうという選択はすご
く必要かなと思う。そういう意味では本当は年金制
度なんかも田舎ならではの年金、助け合う上での年
金ということ、それにエネルギーの投資を組み合わ
せるとか、むしろできるだけ身近なところで小規模
分散でお互い助け合いも含めてやる方がお金的にも
安上がりだし、本当はお金の問題じゃなくてその人
の尊厳であり、つながりの問題なのですね。そうい
うとこをしっかり見ていく、あるいは逆にきちんと
データでも出して、実はこれぐらい健康年齢も増え
ていると、そういうことを地方側もしっかりデータ
として出してきちっと要求すべきは要求する。そう
いったように、我々も田舎のプロとしてのやり方に
もっと進化していく必要はあるのではないかなあと
いう気がしています。

 （畦地）
今から全国の市町村 1,700 いくらの自治体が人

口ビジョンを作ると必要な人口、日本全部の人口の
合計が一説には１億５千万とか２億ぐらいに増える
という話になって、そういうふうに考えると、そも
そもその人口ビジョンって何なのって思うわけです
ね。その国が目指す人口ビジョン作りなさいという
人口ビジョンはですね、やっぱり今、藤山さんが
おっしゃったように都会の論理に巻き込まれないよ
うに我々はしたいと思いますね。経済の規模、安倍
首相はどうしても規模の経済からよう脱しないの
で、地方も非常に苦しい思いをしていると思うので
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すけど、やっぱり地方には地方の経済というのが
あって、東京ではない経済というのがあるので、や
はりそれを見誤らないように我々はビジョンという
のは立てなくてはいけないのかなあと思います。も
う時間が無くなったので少し私的なことで一言ずつ
お聞きしたいと思いますが、先ほど地方に移住する
方っていうのは暮らし志向、要はスタイルを求めて
いるのだというふうにおっしゃっていましたけれど
も、お二人のそのライフスタイル、全くプライベー
ト的なことですけれども、少し、自分はこういうラ
イフスタイルなのだよ、というのを、おっしゃって
いただければ、例えば薪スト－ブでこうだとか。

 （藤山）
私が一番大切だなあと思うのは、家に私仕事で半

分しかいないんですけれども、やっぱり家族と一
緒に食べるごはんを、いかにいいものにするかが大
切で、そこで地元の農家の人が作ったおいしい「カ
ブ」があるだけで本当にすごい幸せになる、そうい
う時間を大切にしたいと思います。それが今、一極
集中なんかで東京を中心に、そういったことが一
番失われているところじゃないかなと。それと私
は「田園回帰１％戦略」という本を出すのですが、
１％でいいから言い訳せずに具体的に始めようとい
うことと、先ほど、畦地さんがおっしゃられたよう
に田舎のスピードです。絶対皆さんもできるからと
いって、１年に１割もは入れない方がいいです。間
違いなく壊れます。

うちの集落も７年連続で１軒ずつ入っています。
それぐらいがちょうどいいのです。ゆっくりやるか
らこそ本物ができると。ドドッと、にわかづくりと
いうのは結局長続きしないのですね。だから１％ず
つゆっくりやることに大事なものができあがる秘密
があるのです。そういうふうに急ぎすぎないこと、
しかも自分が死んだ後も全てつながっていくものの
中にある価値を大切にしていきたいなあと思いま
す。

 （畦地）
はい、小笠原さん。

 （小笠原）
私は実の姉がマヤ文明を崇拝する変わったところ

がありまして、それによると私自身がストレスを非
常にためやすい人間だから気を付けろと言われまし
た。ですがほとんどストレスを感じません。それは
なぜかなと思うと私はまず犬が大好きで、犬を飼っ
ていますということと、それからマラソンが大好き
で実はフルマラソンを年に１回ぐらいは走る。両方
とも、まず犬の方は癒しということで本当に家族が
誰も無視してくるので犬だけは聞いてくれる（笑）
ということで非常に癒されると。マラソンも普段嫌
なことがあって悩んでいても 10 キロ、20 キロ走
ると本当にそういうことは小さいことだと思えて全
てがつながるということで、その両方が田舎ならで
はで、庭とかそういう所で、地域で犬を放していま
す。放しても大して迷惑を掛けてないと思っていま
すけど、そういうこともできる環境にあること、
それからマラソンで大体週末には 20 キロ近く走る
のですけど、20 キロの間に人にひとりも会わない
コースを私は走る。そういうところを平気で走った
りしますので、高知でもよくあると思うのですね。
そういう環境の中で終えるという、これをこれから
先も続けたい、ライフスタイルにもしたいし、それ
が島根みたいな地方だったら実現できるということ
が、これはもう声を大にして都会の人に聞いてほし
いと思います。

 （畦地）
ありがとうございます。うちも集落は町道通って

いますけども、そこの真ん中で３時間昼寝ができま
す（笑）。つまりそれだけ車が通らないということ
です。私は 10 年前に父が亡くなりまして、それ以
来田んぼを手伝いじゃなくて自分が主体的にしなく
ちゃならなくなりました。稼ぎがちゃんとあるので
別に農業をしなくてもいいんですけども、やはり自
分もさっき言いましたようにどうやって残すかとい
うと、まず田んぼだけは作りたいと。道沿いの田ん
ぼですね、それだけは作りたいと思って作っている
うちに、食べ物を作ることのいかに豊かなことか、
自分で食べ物を作ることがいかに豊かなことかとい
うのに気付いたのですね。
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それを衝撃的に感じたのは５、６年前にアメリ
カのニューオーリンズに行ってファーマーズマー
ケットの NPO 団体と交流したとき、僕もちょっ
と慣れないので自己紹介したのですけれども、
紹介の最後のところで、休みの日には米作ってい
る、「I am rice farmer」と言うと全員から拍手で

「You are great」って拍手が起きたのですよ。彼
らはフードコミュニティーで食べ物に非常に関心を
持ったグループなのですけれども、自分で食べ物を
作っている人間って一番尊敬されるんですね。です
から医師とか弁護士とか学校の先生なんかもグルー
プにたくさんいて、自分の庭を掘り返して食べ物を
作ったりとか、もちろん有機農業やっている人たち
を一生懸命支援したりとか、そういう人たちはすご
くステイタスが高いというのに気がついて、自分は
米を作っていてよかったなあと思ったのです。そし
て、よかったというよりも、毎日田んぼに立つと気
づくことがあって、世の中がよく見えるのですね。
それがなぜかっていうのはよく分からないのですけ
ども、食べ物に近いっていうのは、つまり命に近い
所に自分は立っているのが原因なのかな、理由なの
かなと思っていて、もうそろそろ役所も定年なので

すけども、私の理想は年金をあてにしない生活、つ
まりお金を使わない生活が理想です。食べ物は何と
か作れますけども、問題はお酒ですね（笑）。だか
ら、お酒も自分で作るしかないとこれは思っており
まして、魚は海に行けば釣れるし、肉はヤギとニワ
トリを飼って調達しようかなあと思っていまして、
これが私の理想とするライフスタイル、そういうも
のを楽しんでいるというスタイルを都市の方に発信
をしていけば、さっきおっしゃっていた「困ってい
る地域や人を何とかしてください」ではなくて、う
ちの町、集落にくればこんなに俺たち楽しく仕事を
しているのだよ、あなたもそういう可能性あるのだ
よということを発信すれば、田舎のいなかに来たい
人が自然と今からも増えてくるのかなあとお二人の
話を聞きながら思いました。

少し時間が過ぎましたけれども、これから各地域
で少子化対策であるとか、移住であるとか、そうい
うことに関心があり、あるいはとりくみをされてい
る方が今日はお集まりいただいたと思います。何か
の参考になれば幸いです。これでシンポジウムを終
わりたいと思います。最後までお聞きいただきまし
てありがとうございました。


